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サービスステーション 評価の幅

KYGNUS（キグナス石油）

サービスステーション 中央値

白抜きの数値は

ＫＹＧＮＵＳが業種1位となった項目

■サービスステーション           
～僅差でKYGNUS(キグナス石油)が初のCS1位～ 

 

昨年から新設されたサービスステーション（ガソリンスタンド）では、「KYGNUS(キグナス石油)」が知覚価値

とともに顧客満足度１位となりました。サービスステーションは、各指標の評価の幅が狭く、差が小さいこと

から競争が厳しいことを示していますが、知覚価値（コストパフォーマンス）の高さが顧客満足度の高さにつ

ながりました。僅差で２位の「IDEMITSU」は顧客期待１位、知覚品質、知覚価値、ロイヤルティで２位とバラ

ンス良く評価されています。 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

順位 顧客期待 知覚品質 知覚価値 顧客満足度 推奨意向 ロイヤルティ 

1 
64.9 

IDEMITSU 

67.4 

ENEOS 

66.6 

KYGNUS 

68.4 

KYGNUS 

53.7 

Shell 

64.4 

ENEOS 

2 
ENEOS IDEMITSU IDEMITSU 

68.3 

IDEMITSU ENEOS IDEMITSU 

3 
Shell Mobil ENEOS 

67.1 

ENEOS Mobil Shell 

4 
Mobil Shell JA-SS 

66.6 

JA-SS ESSO KYGNUS 

[評価の幅に含まれる調査・指数化対象：計８企業・ブランド（５０音順）] 

IDEMITSU（出光興産）、ESSO 、ENEOS（JX日鉱日石エネルギー）、KYGNUS（キグナス石油）、 

COSMO（コスモ石油）、Shell（昭和シェル石油）、JA-SS（全国農業協同組合連合会）、Mobil 

2014年度ＪＣＳＩ調査結果 
サービス産業生産性協議会 
※本結果の無断使用・転載を禁止します 


